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第４号の基準（選定基準）は、救急隊が、傷病者の観察に基づき医療機関リ

ストの中から搬送すべき医療機関を選定するための基準である。 

搬送先の選定には、傷病者の観察の結果、医療機関リストのうち当該傷病者

に適した区分に属する医療機関の中から最も搬送時間が短いものを選定する

ことが基本であるが、当該医療機関の受入可否状況や搬送すべき傷病者の、か

かりつけ医療機関の有無等を考慮し、総合的に判断することが必要であり、あ

らかじめルール化できるものを基準として定めておくことが考えられる。 

こうした選定基準について、観察基準と同様、観察カードの策定や活動記録

票等を工夫し、関係者間で共通認識を図ることが、選定の実効性を高める上で

有効である（参考（観察基準に関するもの）「○ 確認の実効性を高める工夫

について」参照）。 

 

  

第４号（選定基準）  

消防機関が傷病者の搬送を行おうとする医療機関を選定するための基

準 
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第５号の基準（伝達基準）は、救急隊が、搬送先として選定した医療機関に

対して、傷病者の状況を伝達するための基準を定めるものである。 

分類に当てはまる症状、選定の根拠となる症状等、搬送先医療機関を選定す

る判断材料となった事項について優先して伝達する。 

なお、傷病者の伝達は、伝達基準に定められたものだけ伝達すればいいとい

うものではなく、基本的に総合的に系統だった伝達が必要である。 

  

第５号（伝達基準） 

消防機関が傷病者の搬送を行おうとする医療機関に対し傷病者の状況

を伝達するための基準  
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